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［第12回通常総会第1号議案別紙1］ 

一般社団法人プラズマ・核融合学会 

令和4 年度事業報告書 

自令和4(2022)年4月1日至令和5(2023)年3月31日 

 

［１］ 事業の概要 

１．学術集会、講演会の開催による学術振興事業(定款第4条第1号) 

1. 第39回年会 

    日時：令和4(2022)年11月22日(火)〜25日(金) 

    場所：富山国際会議場 (富山県富山市) 

    講演数：招待講演15件、一般講演379件(うち口頭発表126件、ポスター発表253件)、シンポジウム6件、プラズマ・核融合 

学会賞受賞講演4件、インフォ-マルミーティング3件、企業セミナー7件 

    参加登録者数：547名(内訳：正会員275名、学生会員199名、非会員24名、学生非会員3名、シニア会員16名、招待者他 

30名) 

2. 第0回プラズマ・核融合若手夏の学校  

    日時：令和4(2022)年11月20日(日)〜21日(月) 

    場所：とやま自由館、富山大学(富山県富山市) 

    参加登録者数：34名 

3. 第14回核融合エネルギー連合講演会「核融合エネルギー産業の創出に向けて」  

    日時：令和4(2022)年7月7（木）〜8日(金) 

    場所：オンライン開催 (ヘッドクオーター／東北大学) 

    講演数：特別講演6件、招待講演2件、シンポジウム2件、パネルディスカッション1件、一般講演191件（ポスター） 

    参加登録者数：439名（内訳：正会員188名、学生会員107名、非会員16名、招待者7名、無料聴講学生121名） 

 

２．学会誌、論文資料等の刊行・出版事業(定款第4条第2号) 

1. 「プラズマ・核融合学会誌」 

    令和4(2022)年4月～令和5(2023)年3月の期間に下記12冊を刊行した。 

      第98巻第4号～第12号(合計374ページ)   第99巻第1号～第3号(合計112ページ) 

      発行形態：A4版、月刊(年間平均毎号41ページ)   発行部数：毎号1,700部 

2. 英文論文誌「Plasma and Fusion Research」 

    令和4(2022)年4月～令和5(2023)年3月の期間に下記12冊をWeb上への掲載により電子出版した。 

      Volume 17, April 〜 December   Volume 18, January 〜 March 

    以下の論文を、Special Issueとして刊行した。 

1. Papers from the 30th International Toki Conference on Plasma and Fusion Research (ITC30)   

3. 講演予稿集及びテキスト、その他 

    なし 

 

３．教育、研究助成等による人材育成・研究推進事業(定款第4条第3号) 

1. 専門委員会活動 

    （1） 「プラズマによる生体荷電制御の科学」 榊田 創主査 

    （2） 「10年後を見据えた先端プラズマ科学のためのプラズマメタステート状態の調査」 比村治彦主査 
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   （3） 「データサイエンスとの連携によるプラズマ・核融合データ利活用の推進」 横山雅之・大舘暁主査 

   （4） 「核融合実現にむけたトリチウム諸課題の検討」 鳥養祐二主査 

   （5） 「プラズマ・核融合サイエンスチャートの作成」 森 芳孝主査 

2. 広報事業 

     令和5(2023)年1月28 日(土) 大阪公立大学杉本キャンパスでハイブリッドで、第20 回高校生シンポジウム「未来を拓くプラ

ズマ科学と先端技術〜集まれ高校生研究者！〜」を開催。参加高校8校、参加者60名。 

 

４．その他本会の目的を達成するために必要な事業(定款第4条第4号) 

1. 九州・沖縄・山口支部 第26回支部大会 

    期日：令和4(2022)年12月10日(土)〜11日(日) 

    会場：九州大学筑紫キャンパス C-CUBE（福岡県春日市） 

    講演数：招待講演 3件、一般講演46件(内訳：口頭発表17件、ポスター発表29件) 

    参加人数：67名(内訳：一般17名、学生47名、招待者3名) 

    表彰：講演奨励賞5件 

2. 北海道地区研究連絡会 第26回北海道地区研究連絡会研究会 

    期日：令和5(2023)年2月17日（金） 

    会場：北海道大学工学部A棟4階 A4-63会議室 

    講演数；13件 

    共催：日本原子力学会北海道支部第40回研究発表会 

    参加人数：40名 

3. プラズマ・核融合学会学会賞 

    (1)論文賞 該当なし 

    (2)第27回技術進歩賞 

       「先進核融合装置プラズマ加熱用低周波数ジャイロトロンの開発研究」 假家 強（筑波大学）他4名 

(3)第27回技術進歩賞 

       「過渡的・突発的プラズマ現象解明に向けた高時空間分解能トムソン散乱計測装置の開発」  

安原 亮（核融合科学研究所）他1名 

    (4)第27回技術進歩賞 

       「微粒子に蓄積するトリチウムの測定技術開発とJETで生成されたダスト分析への適用」  

芦川直子（核融合科学研究所）他4名 

    (5)第27回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞） 

       「機械学習を用いた核融合プラズマの乱流輸送モデリング」 成田絵美（量子科学技術研究開発機構） 

    (6)第21回産業技術賞 該当なし 

    (7)第5回紅宝賞(女性研究者研究業績賞)（伊藤早苗特別賞） 該当なし 

    (8)第16回貢献賞 該当なし 

    (9)第1回学会活動奨励賞 

       「男女共同参画委員会参加企画「女子中高生若手夏の学校2022」への貢献」 清水悠加（静岡大学） 

4. 第39回年会若手学会発表賞 

    ＊正会員部門 

    「円形アパチャーを有したRetarding field analyzerを用いた平行および垂直方向イオン温度の同時推定」  

髙橋宏幸（東北大学）  
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    「JT-60SAにおける超伝導及び真空容器内常伝導コイルの制御周波数分離による高速プラズマ位置制御」  

小島信一郎（量子科学技術研究開発機構） 

    「機械学習を利用した半経験乱流輸送モデルの拡張と汎用性の検証」 成田絵美（量子科学技術研究開発機構） 

    ＊学生会員部門 

    「原型炉ダイバータプラズマ模擬に向けた2ターンフラットループアンテナによる定常高密度ヘリコンプラズマの生成と特性評 

価」 瀬戸拓実(筑波大学) 

「ニューラルネットワークを用いたノイズの多い静電プローブ特性の解析」 杉本みなみ(名古屋大学) 

 「Local measurements of magnetic reconnection driven by electron dynamics in GEKKO XII laser facility」境健太郎(大阪大学) 

「PANTAにおけるプラズマ非対称性が孤立波振動の揺らぎパターンに及ぼす影響」 小林大輝(九州大学) 

「多相交流アークにおけるLi-Mn複合酸化物ナノ粒子の生成機構」 玉江藍花(九州大学) 

「2系統低域混成波の相乗効果による電流駆動改善を目指したオフミッドプレーンアンテナの開発」 高 竜太(東京大学) 

「連成大域輸送シミュレーションのための縮約輸送モデルの構築」 中山智成(総合研究大学院大学) 

「直線型ダイバータ模擬装置TPDsheet-Uを用いた ICR加熱での非接触プラズマ特性」 岡田尚徳(東海大学) 

「Zr添加ODS-Cuにおける微細Y-Zr複合酸化物粒子の形成」 齋藤隼輝(東北大学) 

5. その他／本学会が共催・後援・協賛し、当年度に開催された学術的会合  

（1） OPTICS & PHOTONICS International Congress 2022 （OPIC2022） 協賛 

  2022.4.18-22 パシフィコ横浜会議センター／横浜市  

（2） 電気学会「核融合電力技術調査専門委員会」主催  

「核融合と電力システムとのつながり」に関するパネルディスカッション 

共催 

  2022.5.27 オンライン開催  

（3） 東京工業大学ゼロカーボンエネルギー研究所 IZES開催委員会主催  

International Symposium on Zero-Carbon Energy Systems, IZES 

協賛 

  2022.6.28-30 東京工業大学大岡山キャンパス／東京都目黒区  

（4） 公益社団法人日本表面真空学会主催 第3回オンライン真空講習会入門講座 協賛 

  2022.7.5-8.31 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）  

（5） 放電学会主催シンポジウム 「カーボンニュートラルの研究動向」 協賛 

  2022.8.24 電力中央研究所狛江地区(オンライン併用)／狛江市  

（6） 静電気学会主催 2022年度第1回静電気学会講習会「半導体デバイスの静電気対策（基礎）」 協賛 

  2022.8.25 オンライン開催  

（7） 日本シミュレーション学会主催  

The 41st JSST Annual International Conference on Simulation Technology（JSST2022） 

協賛 

  2022.8.31-9,2 オンライン開催  

（8） 公益社団法人日本表面真空学会主催 第2回オンライン真空応用技術講座、第3回オンライン真空講習会 協賛 

  2022.9.5-10.31 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）  

（9） 第8回プラズマ中の原子分子過程に関する日中韓合同セミナー（AMPP2022) 協賛 

  2022.9.5-7 核融合科学研究所／土岐市  

（10） 第46回静電気学会 全国大会 協賛 

  2022.9.7-10 琉球大学千原キャンパス(オンライン併用)／沖縄県中頭郡  

（11） 応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催  

第16回プラズマ・エレクトロニクス・インキュベーションホール 

協賛 

  2022.9.11-13 国立中央青少年交流の家／御殿場市  

（12） 日本機械学会：2022年度計算力学技術者資格認定事業 協賛 

  2022.9.17他 指定会場  

（13） 第22回真空に関する国際会議（IVC22） 協賛 

  2022.9.11-16 札幌コンベンションセンター／札幌市  

（14） 日本流体力学会 年会2022 協賛 

  2022.9.27-29 京都大学吉田キャンパス／京都市  
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（15） 第11回反応性プラズマ国際会議／第75回気体エレクトロニクス会議 後援 

  2022.10.3-7 仙台国際センター／仙台市  

（16） 日本表面真空学会主催 第57回真空技術基礎講習会 協賛 

  2022.10.11-14 大阪産業技術研究所 本部・泉センター／和泉市  

（17） 公益社団法人日本表面真空学会主催 

ALC'22（14th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices'22） 

協賛 

  2022.10.16-21 万国津梁館／名護市  

（18） 日本真空工業会他主催 VACUUM2022真空展 協賛 

 2022.10.12-28 

2022.10.19-21 

オンライン開催 

東京ビッグサイト・西ホール／東京都江東区 

 

（19） 日本熱測定学会主催 第58回熱測定討論会、及び国際シンポジウムVIACTA2022 協賛 

  2022.10.25-28 早稲田大学リサーチリノベーションセンター(オンライン併用)／東京都新宿区  

（20） 日本学術会議「未来の学術振興構想」-物理学にできること 共催 

 2022.10.29 東京大学小柴ホール／東京都文京区  

（21） 核融合科学研究所主催 「第31回国際土岐コンファレンス」 後援 

 2022.11.8-11 オンライン開催  

（22） 応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 

第33回プラズマエレクトロニクス講習会「プラズマプロセスの基礎と先端応用技術」 

協賛 

  2022.11.18 オンライン開催  

（23） 日本学術会議物理学委員会主催 公開シンポジウム「物理学アプローチが拓く世界とその展開」 共催 

  2022.11.20 日本学術会議講堂(ハイブリッド開催)／東京都港区  

（24） 第43回ドライプロセス国際シンポジウム（DPS2022） 協賛 

  2022.11.24-25 大阪国際会議場(オンライン併用)／大阪市  

（25） 第49回炭素材料学会年会 協賛 

  2022.12.7-9 姫路市民会館／姫路市  

（26） 日本金属学会シンポジウム「タングステン材料科学」 協賛 

  2022.12.8 仙台国際センター会議室「白檀」／仙台市  

（27） 2022年度静電気学会講習会 

静電気災害の実例と対策〜基礎・計測・除電技術、液体災害、リスクアセスメント〜 

協賛 

  2022.12.14 オンライン開催  

（28） 応用物理学会 超伝導分科会第66回研究会 「エネルギーの創造と活用〜核融合と超伝導〜」 協賛 

  2022.12.21 オンライン開催  

（29） 核融合エネルギーフォーラム主催 ITER／BA成果報告会2022 協賛 

  2022.12.22 イイノホール／東京都千代田区  

（30） 日本学術会議総合工学委員会主催 公開シンポジウム「原子力総合シンポジウム2022」 共催 

  2023.1.26 日本学術会議講堂(オンライン併用)／東京都港区  

（31） 15th International Symposium on Advanced Plasma Science and its Applications for Nitrides and 

Nanomaterials / 16th International Conference on Plasma-Nano Technoloyg & Science（ISPlasma2023/IC- 
PlLANTS2023） 

共催 

  2023.3.5-9 岐阜大学／岐阜市  

（32） 日本衝撃波研究会主催 2022年度衝撃波シンポジウム 協賛 

  2023.3.8-10 産業技術総合研究所 つくば中央共用講堂／つくば市  

 

［２］ 会務の概要 

１．総会、理事会、委員会に関する事項 

1. 一般社団法人プラズマ・核融合学会第11回通常総会 

    第11回通常総会を、令和4(2022)年6月3日(金)に、一般社団法人プラズマ・核融合学会事務局(名古屋市千種区)及び、 

   オンラインにて開催し、次の案件についていずれも原案通り可決した。 

       第1号議案：令和3年度事業報告書、令和3年度財務諸表他 承認の件 
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       第2号議案：令和4年度事業計画書、及び収支予算書 承認の件 

       第3号議案：令和4年度新役員 承認の件 

       第4号議案：「カーボンニュートラル実現へ向けた学会アピール」 決議の件 

2. 理事会 

    理事会を次のように開催した。（オンライン） 

第215回 令和 4(2022)年05月12日! 第216回 令和 4(2022)年06月03日!

第217回 令和 4(2022)年06月03日! 第218回 令和 4(2022)年09月16日!

第219回 令和 4(2022)年11月18日! 第220回 令和 5(2023)年03月08日 

3. 幹部会議  

幹部会議を次のように開催した。（オンライン） 

第1回 令和 4(2022)年08月25日! 第2回 令和 4(2022)年11月01日!

第3回 令和 4(2022)年12月08日  

4. 企業連携活動強化小委員会  

企業連携活動強化小委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第1回 令和 4(2022)年06月17日! 第2回 令和 4(2022)年07月25日!

第3回 令和 4(2022)年08月29日! 第4回 令和 4(2022)年11月07日!

第5回 令和 5(2023)年03月29日! !

5. 総務委員会  

総務委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第139回 令和 4(2022)年04月20日! 第140回 令和 4(2022)年05月26日!

第141回 令和 4(2022)年09月01日! 第142回 令和 4(2022)年11月11日!

第143回 令和 5(2023)年03月01日! !

6. 編集委員会 

    編集委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第457回 令和 4(2022)年03月31日! 第458回 令和 4(2022)年05月10日!

第459回 令和 4(2022)年06月02日! 第460回 令和 4(2022)年07月06日!

第461回 令和 4(2022)年08月04日! 第462回 令和 4(2022)年09月07日!

第463回 令和 4(2022)年09月30日! 第464回 令和 4(2022)年11月04日!

第465回 令和 4(2022)年12月09日! 第466回 令和 5(2023)年01月11日!

第467回 令和 5(2023)年02月03日! 第468回 令和 5(2023)年03月02日!

6. プラズマ・核融合学会学会賞選考委員会 

    学会賞選考委員会を次のように開催した。（オンライン） 

令和 4(2022)年07月26日!

7. 九州･沖縄･山口支部役員会 

    九州･沖縄･山口支部役員会(幹事会)を次のように開催した。（オンライン） 

 第1回  令和 4(2022)年07月25日  第2回  令和 4(2022)年12月10日 

    九州・沖縄・山口支部総会を次のように開催した。（オンライン） 

第1回  令和 4(2022)年12月10日 

8. その他の会合 

    以上の他、PFRエディトリアルボード会議、領域プログラム委員会、年会開催のための準!委員会他、を適" 

   オンラインにて開催した。 

 

２．当期の会務内容 

1. 総務委員会 

     令和4 年度に#、Zoom によるリモート会議を年間5 回開催し、主として以下に$す内容について議論を行%た。領域活動の
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活性化の一&として、事務局との協力のもとに領域メーリングリストをリニューアルした。利用方法の'細について#、(領域が

定めるものとし、メール)信で全会員に改めて登録を*び+けた。2022年7月に開催された核融合エネルギー連合講演会に関

して、主催の日本原子力学会核融合工学部会+ら本学会事務局へ有,での業務委-の要.が/り、正0文書の受理を通1

て承認した。会員2に向けた事業の一&として、毎年高校生シンポジウムの開催案内発送時にカレンダーを無,で送3するこ

ととした。併4て、高校生会員制度の導入に向けて検討を56している。また、大学生の学生会員の入会を7すメールを会員

全体に送信すると同時に、入会案内チラシを作成し総研大入89明会で):することを;<した。事務局のパソコン&境にお

いてハード及びソフトの=新作業を>?し、セキュリティ対策を@実さ4た。賛助会員+らの要Aに応1て、学会 HP 上のリンク

先を1リンク+ら2リンクへB=することとした。年会当日の参加CD収について、現地での事務局の現金E理業務をFGする

ため、2022年度+らオンライン決H（IちPAY）を導入することにした。2023年10月+らのインボイス制度のスタートに合J4て

2023年3月までに課K事業者として登録する+Lう+を検討し、M年度について#登録を見送ることとした。 

2. 財務委員会 

  令和 4 年度の収支予算#、例年とNなりOP予算で計画した。収入に関して#、これまでの実績をQまえ例年とRぼ同等と

した一方で、支出に関して#、年会現地開催による経C2や学会事務局のS!リプレイスによるE理C2を反Tし、U年度ま

でのVW金を考Xして、-259.3万円のOP予算計画を策定した。Y果、令和Z年度の決算[#、事業活動収入が3,358.2万円、

支出#3,360.0万円で/る。 

  収入について#、学生会員/賛助会員会C収入が2加したことで、特別会員会C収入がG少したが、会C・入会金収入#予

算に対し \12.8 万円。また年会収入/フォーラム収入が2加したが、会誌掲載料・別]料が大きくG少したため、事業収入#予

算に対し 3̂0.9万円とな%た。Y果的に事業活動収入#、対予算で -22.0万円とな%た。支出について#、会誌発行C（_]`

本C）がG少したことにより、事業C支出#予算に対し -259.8 万円。E理C#、aC交通CやbcdCのG少により、予算に

対し -19.8 万円とな%た。Y果的に#、事業活動支出#、対予算で -279.6 万円とな%た。計画に対し、収入#未達で#/%た

が支出が大きくeGとなり、fg的に#予算計画-259.3万円に対し-1.8万円の決算とな%た。 

3. 編集委員会 

     令和4年度のh稿状i#、研究論文 1件、プロジjクトレビュー0件、研究技術ノート1件、研究fU線2件、サロン1件で

/%た。また、記事の企画案を広くkるためにl用を開mした「編集委員会へのn案大k集！」でのn案を企画化した。第39回

年会でのフォトコンテストに応kされたo真をpみqrsポスターカレンダーを作成して例年通り会員へ):した。カレンダーに

#、広告（1t新u3万円／リピーター2万円）を企業11社+ら出稿いたsいた。2023年1月号+ら学会誌の_]紙とp版(英

文フォント）をB=した。編集委員会#、コロナウイルスの状iをvみて、Zoomで行%てきたが、対面での委員会のw開を決定

した（令和5年度4月+ら実x）。英文誌で#、常務エディタ1名が交代し、y正な論文h稿に対応した。z期{れになる2名の

海|エディタに、z期56の;<をすることにな%た。 

4. 広報委員会 

  会誌広告}~活動について#、平成23 年度より学会自らがす�ての広告}~・掲載業務を行うこととしており、令和4 年度

#、企業１社+ら新u�しqみが/%たため、約59万円を}~し、当M予算[+ら約9万円の広告料収入が2加した。 

 広報活動について#、��目�としている「��・生�及びその�護者に向けての広報活動の@実」が/る。その一&として、

平成20年度以�実xしている「小学生のための夏�み�自由研究�教室」及び、「おもし�科学教室」が/るが、�年度#�年度

に�き6き、COVID-19 による����の集会自�に対応するため、「小学生のための夏�み�自由研究�教室」#実xしな+

%た。一方、「おもし�科学教室」#、開催時期に��状iが�ち�いたため実xできた。 

  会員メーリングリストを利用し、会員へ�報を発信するとともに、平成29 年11 月よりl用を開mしたソーシャルメディア（フjイ

スブック）で#、本学会に関する�報に加え、本学会会員、及びプラズマ・核融合分�の研究開発に関連する�報も発信してい

る。COVID-19 の影響で集会活動が制�された状iを機に、(種ウjブ会議�ールを用いた大小��なオンライン会合が多く

企画される状iが56しており、それらの)信を行%た。また、ソーシャルメディアの記事掲載を2やすため委員の�加や記事

の企画等を行い、記事数を2加さ4た。 
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5. 年会l�委員会 

    第39回プラズマ・核融合学会年会#、富山国際会議場（富山市）において、2022年11月22日(火)+ら25日(金)の日程で、3

年�りに>全対面形0にて開催された。 

  2018年度の第35回年会（大阪大学）より開mされた4領域制（基礎、応用、核融合プラズマ、核融合炉工学）に基 いて、(

領域プログラム委員会が招待講演、シンポジウム、セッション構成、一般講演の¡¢、プログラム編成を行い、全体日程を年会

プログラム委員会で調£・決定した。オー¤ナイズド・セッションやシンポジウムのn案、領域横¥による合同セッションの実x等

に(領域の特Dや領域間の連携が反Tされ、領域制がうまく機能した形で@実したプログラムにすることができた。たsし、コロ

ナ¦のg§が見えない状iで/%たため、通常|部+ら講¨を招©する特別講演およびª«会#実xを見送%た。さらに、参

加Cを>全オンライン清算とし、現地での現金の¬受を行Jない、ポスター会場の密をけるためにセッション当たりの展$数

を通常より低く制�する、講演者・座®への体調y¯等により参加y可能にな%た場合の°±対応の周²なL、コロナ¦特有

の方策を8行した大会で/%た。 

    期間中の参加者#、547 名（正会員275 名、学生会員199 名、シニア会員16 名、会員|27 名、招待講演者15 名、その他

15名）で/%た。オンライン開催で行Jれた無料聴講（U回110名）#、(会場での密状iが予測できないこと+ら、�大会で#

実xしな+%た。講演件数#、一般講演379件（口頭発表126件、ポスター発表253件）、招待講演15件、シンポジウム6件と

な%た。このうち、119 件が若手による発表で/%た。さらに、若手研究者の交流を³る新しい8みとして、年会小企画「核融合J

+て´義」や、企業展$参加(社と年会参加者、特に学生会員をターµットとした Plasma Festa2022 が実xされた。インフォー

マルミーティング#3件で/%た。 

    大会中の講演発表に対して選考される若手学会発表賞#、若手正会員3名、学生会員9名が受賞し、プラズマ・核融合学会

賞受賞者、プラズマフォトイラストコンテスト受賞者と共に、fg日に表彰された。¶会0#、次回第 40 回年会（2023 年）開催予

定の·手大学の高木¸一先生+らの開催予定地¹º動画がTされ、次年度も対面形0で、+つª«会を»活さ4るとのこと

で、会員間の交流の活性化への期待が高ま%た。 

6. 企業展$検討委員会 

    第39回年会における企業展$・企業広告の企画・立案について#、本委員会において、同学会企業連携活動強化小委員会

とも連携を¼りつつ、会員と企業との�報交½をより活発にする新たな企画も実xした。業務の一部に関して#、（¾）日刊工業

コミュニ¿ーションズと業務委-À約をYび実xした。年会プログラム冊子の広告受Á活動・広告の制作・広告料金の回収業務、

webバナーとセミナーの受Á活動、l�E理業務について#�年通りの委-で/%た。企業展$31社（うち新u6社）、プログ

ラム広告3社、バナー広告5社、企業セミナー7社の参加�しqみが/%た。委-業務C等の経CをÂし�き、1,353,220円の

収益が~られた。 �回#、新型コロナの影響で3年振りに対面開催とな%た。会員と企業とのより活発な�報交½を目的に展

$会名称を「Plasma FESTA」とするとともに会員と企業との�報交½をより活発にする新たな企画も実xした。M日#「Plasmer 

League Football（サッカー大会）」、2日目#若手研究者や学生と出展者の交流を目的とし「Plasma Festa交流会（新企画）」を実

xした。企業展$に関して#、ポスターセッションと同1会場で一体�が/%て¯+%たとのÃが多+%た。一方で、ポスター以

|の時間#展$会への来場者が少なく、�後、さらなる工Äをし、よりÅ力的な展$会を目指していきたい。 

7. 領域活動 

    Æ基礎Ç 第 39 回年会で#、2 件のオー¤ナイズドセッション「データ駆動プラズマ科学Èインフォマティクスで発見を加速する

ー」「実験室プラズマ・ÉÊプラズマ連携セッションーシナジーで�界突ËにÌむー」を企画した。U者# 4 回連6の開催となり、

領域を横¥しての活発な議論が行Jれた。後者#5回連6の開催となり、多くの非会員の方の発表を通して学際研究を一Í推

進することができた。招待講演の推Î及びÏ査（編集委員会推Î 1 件、領域推Î 2 件を¡¢）及び、一般講演の選定等を行%

た。 

    !応用Ç第39回年会においてシンポジウム1件（プラズマによる生体荷電制御科学）、オー¤ナイズドセッション2件（プラズマ

プロセスの高Ð度制御、高電界・プラズマと生体の相Ñ作用）を企画した。シンポジウム# 2 件ともÒÓ9明+らmまり、総合討

論でgJるという形0で/り、参加者の活発なÔ見交½を行%た。シンポジウムと同�にオー¤ナイズドセッションにもオー¤ナ
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イÕーを決めて発表�しqみの協力等のセッション構成の企画Ö階+ら調£を行%た。また、3 件の招待講演者（編集委員会

推Î1件×領域推Î2件）を行%た。 

 Æ核融合プラズマÇ 第39回年会において、シンポジウムØ原型炉を目指した計測制御のÙÚÛ、「&状プラズマシミュレーション

の現状と展A」、およびオー¤ナイズドセッションØ高専における放電プラズマ教育研究の拡がりと展AÛの立案、招待講演の推

Î及びÏ査、一般口頭発表の選定なLを行%た。第 40 回年会準!に向けて新たに 1 名の委員をzÜし、領域®、Ý領域®、

委員6名の体制とな%た。 

  Æ核融合炉工学Ç 第39回年会で#、シンポジウム「原型炉ダイバータ研究の現状」、「超高流Þ場の材料科学」、及びオー¤ナ

イズドセッション「トリチウム」を企画した。「トリチウム」オー¤ナイズドセッション#、3回連6の企画で/り、�後もその必要性をvみ

て56する予定で/る。シンポジウム#多くの参加者を集め、活発な議論が行Jれた。さらに招待講演「ダイバータß気を用いた

fàの LHD 定常プラズマ研究で~られた新たな物理的²見と工学的成果」、「先進ブラン¿ット用機能性áâの実用化に向けた

`作技術開発（オー¤ナイズドセッションにpみqむ）」のÏ査・¡¢を行%た。一般講演について#、ãとりで複数の口頭発表をä

Aしていた参加者について#1件の口頭発表に制�したことを除き、す�ての口頭発表をäA通り¡¢した。 

8. 企画委員会 

  若手フォーラム×高校生シンポジウム等の定例事業に関し、それåれのæ当理事のもと(事業を実xした。令和 4 年度#、

コロナ¦の制約がç和されたため、可能なèéで対面事業を»活し、活動を行%た。出版企画について#×特に刊行物#な+

%た。 

  若手フォーラムで#、令和2 年度+ら3 年度に+けてZoom を用いたオンラインセミナーを開催してきた。多êな分�の研究

者による講演を若手学生・研究者へnëできたが、オンラインでの若手間の交流の�界も�1られた。令和4 年度#、年会が3

年�りに現地開催されることに合J4て、若手の交流7進を³るため対面での行事を行うことにし、第39 回年会の直Uの2 日

間に年会開催地の富山市で「第0 回プラズマ・核融合若手夏の学校」を開催した。実行委員をìむ34 名の参加者を~て、集中

ゼミ（1分研究¹º）、グループワーク（装置・コード³v くり）、ITER座´会、講演会、富山大学水素同位体研究センターの見学

なLを行%た。本行事#、新しいメンバーが多数加J%た学生主体の実行委員会で議論を�íて立案し、分æして自主的に準

!を進めl�したもので/る。本活動・行事を通して、実行委員をìむ参加者間のîがりが強化され、�後の若手会員の活動

のさらなる活性化にîがることが期待される。�回の経験をベースとして、令和 5 年度に#年会と#ï立した行事として、「第 1

回プラズマ・核融合若手夏の学校」の開催を予定している。 

 第20 回高校生シンポジウムについて#、2023 年1 月28 日（土）13ð00-18ð00 に大阪公立大学で開催した。�回#、計画当

Mにコロナ¦のg§が見qまれたため、大学での実習と対面シンポジウムの実xを»活した。àñ以|の高校+らの参加が

容òになるように、口頭発表について#オンライン発表も併用した。たsし、ポスター発表について#、現地参加者のみとした。

発表課題#プラズマに�定4ず、科学全般に関する発表の公kを行%た。発表高校数# 8 校、発表件数#口頭発表 8 件、ポ

スター発表4件で/%た。参加者数#、現地31名（内、発表校+ら24名）、óô29名（内、発表校+ら15名）で/%た。 

口頭発表について#、ハイブリッド実xにõう技術的なö題�#特にな+%た。ポスター発表について#、現地発表に�定し

たため、4 件と少なくな%た。なお×ポスター発表sけをäAする高校も/り、その発表をóô参加者が÷聴できないこと+ら、±

ø、ポスター発表についても交代制でオンライン発表を実xした。特別講演として、大阪大学の北�ùú先生に、「大気û低温

プラズマの生成とN分�への応用展開」というタイトルで講演していたsいた。発表賞に関して#、「füý発表賞」、「üý発表

賞」、「口頭発表üý賞」、「口頭発表奨励賞」、「ポスター発表üý賞」を、プラズマ・核融合学会+ら¬þした。 

�回、高校生シンポジウムとして#Mのハイブリッド開催を8行したが、ポスター発表も行う本シンポジウムに関して#、ハイ

ブリッドで有Ô義に開催するのがÿしいと!Jれる。コロナ¦が>全にg§することが期待される次年度について#、「対面の

み」に"すのがよいと!Jれる。 

9. 推Î委員会 

  本学会で#、大学p#間をWえた学会員グループでの研究活動を支援するため、専門委員会活動を支援している。U年度

中に¡¢され56課題とな%ていた5 件について、活動を支援した。研究助成関連で#、令和4 年度東レ科学技術賞に2 件、
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学会名での推Îを行%た。 

     "#$%&'()*+,-./01$2345)*+,!-!"/67$289:;<=$52>45)*?-"#@A67$

2>45B%CD)EFGHEFIJ#KL'MNOPQ*3R-S#TUVW"#$X$YZ[$\]^_B`aQb

cHd"#@A67$e(fghijklmTnopqrstu@Avwxjyz{|H"#@ATn}DQ~���

�����Pp��)���fr���B��ZDQ�H'��)���S����QTM�OPQ����'�pb 

10. 男女共同参画委員会 

   オンラインで、2022年10月24日に委員会を開催した。本学会の男女参画活動をアピールするために、ロ$のデÕインk集を

行うこととした。また、毎年8月に国立女性教 育会館において開催されていた「女子中高生夏の学校2022」#、U年度同�にオ

ンライン開催で/%た。本学会として#、学生会員の女性にÃを%け、中高生の目線とàい形で対応することとし、静岡大の研

究室に主な対応をお&いした。Y果的に、非常にいいアピールができ、中高生の素直な'öに真(に)える*+が$されてい

た。この活動をうけ、協力してもら%た女子学生会員を学会活動奨励賞の,-者として推Îすることにした。 

   ロ$デÕインk集で#、小学生+ら大学生までの6n案が応kされ、や#り若手の学生中.のÏ査委員会を立ち上/、Ï査

したY果füý賞を1 件、üý賞2 件、0作を3 件という形で受賞者を決定した。これらの経1#、学会誌に本会記事として¹

ºを行%た。 

11. 研究部会連絡委員会 

  富山市で開催された当学会第39 回年会におけるインフォーマルミーティングとして、第10 回計算科学研究部会総会を2022

年11月22日にZoomを用いて開催した。会合に#非会員をìめ約30名の参加が/%た。#1めに部会®より、l�体制およ

び総会のÔ義について¹ºがなされた。その後、藤堂2（核融合研）+ら HPCI コンソーシアムについて、342（核融合研）+

らプラズマ・シミュレータについて、5戸2（量研機構）+ら JFRS-1 について、672（量研機構）+ら核融合�報科学センター

構想について、f後に®82（阪大）+らレーÕー9量子分�の動向について、それåれ報告がなされた。 

12. 九州･沖縄･山口支部関:  

  令和 4 年度#計 2 回の支部役員会、総会、支部大会（出;実行委員®／九州大学）の活動を行%た。このうち、2022 年 12

月10日(土)<11日(日)開催の支部f大のイベントで/る支部大会（九州大学筑紫キャンパスC-Cube）で#、講演�しqみが46

件/り、口頭発表17件、ポスター発表29件の講演発表を実xした。また、;<講演3件（金森=>2（ÉÊ?空研究開発機構）、

®@AB2（京都大学）、中村CD2（ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング））を行い、予稿集（2 ページ/件）を参加者に)

:した。参加者#総数67名（うち招待者3名、一般17名、学生47名）で、g?後に開催した講演奨励賞選定委員会で、対象と

なるRぼ全ての講演発表+ら5件の講演奨励賞を選定した。R5年度の支部大会#、山口（大原実行委員®/山口大学）で実x

予定で/る。 

 

３．E可、認可及び承認に関する事項 

   第11回通常総会後、役員の登記(法務局)を行%た。 

 

４．-助金に関する事項 

   なし 

 

F．À約に関する事項 

À約年月日! 相 手 方! À 約 事 項! 期  間!

2022年7月16日 G=H事 東I支社 JK総合�L 2023年7月16日まで 
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［３］ 会員のN動状i 

  M人会員(正会員、学生会員)の2加にN力したY果、正会員#7 名のG少、学生会員#4 名の2加とな%た。令和2 年度+ら

の会C未O者6名を「学会CPO会員等の¼Qに関するu定」により令和4年12月1日3にてR会S理した。一方、賛助会員#

入会1 社で1 口の2口、特別会員#R会1 団体、G部3 部s%た。以上により、令和5 年3 月31 日現T、M人会員1,468 名、賛

助会員51法人(99口)、特別会員20団体(28部)とな%た。 

 
令和3年4月～令和4年3月 

 

 

会員種別 

 

会  員  数  

 

2G数 

 

 

 

!    考 

 

当年度U 

令和5年3月31日 

現T 

U年度U 

令和4年3月31日 

現T 

 

正会員 

   

-7 

 

名 

入会 19  R会    44  

1,167  名 1,174  名 学V正   17  »会     2  

  正V学  1    

 

学生会員 

   

4                

 

名 

入会  146  R会  126 

301  名 297  名 学V正  17  »会    0  

  正V学  1    

 

賛助会員 

      

1 

1 

 

法人 

口 

入会  1  口数   1  

51 

99 

 法人 

 口数  

50 

98 

 法人 

 口数  

R会  0  口数  0  

2口  0  G口  0  

 

 特別会員 

   

-1 

-3  

 

 

団体 

部  

      

20 

28 

 団体 

 部  

 

21 

31 

 団体 

 部  

 

入会  0  2部 0  

R会  1  G部  3  

 

計 

1,468 

51 

20 

 名 

 法人 

 団体 

1,471 

50 

21 

 名 

 法人 

 団体 

  

  

 

［４］ 令和4年度 W3芳名録 

  なし 

 

 

 

 

!"#$%&'()*+,-./0123456

6 6 789:;<=>?89@;<=1ABC<DEFGHIJK$LJKM1GNBC'()*+,-./0OP4QRBCST7'()*+U

VWXYBCZ[\'MI]^_P\3+`abP\3c6




